
 
主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会    

  

シェルトン女史特別講演 

「A Christian in the Land of the Gods」 

T・T・アレキサンダー（1850〜1902）︓1877 年にアメリカ⻑⽼教会宣教師として来⽇。来⽇早々⽇本語を修

得し、東京、関⻄、中国、四国、九州の各地に伝道し、多くの独⽴⾃給教会設⽴に尽くした。築地居留地には 1877

〜1882 年、1893 年〜1902 年の⾜掛け 15 年間居住し、明治学院神学部教授等を務め、また多数の聖教書を出

版し、⽇本のプロテスタント伝道に生涯を捧げた。1902 年病を得てハワイに転地療養したが同地で召天した。⼈

柄は謙虚そのものであった。 

今回の講演はアレキサンダー宣教師の曾孫にあたる Joanna Reed Shelton ⼥史がアレキサンダー宣教師の 

⽇本滞在を「A Christian in the Land of the Gods」に纏め出版致したのを記念してご講演をして頂くことにな

りました。当時のアメリカ⼈宣教師から⾒た⽇本および築地居留地について語って頂きます。 

 

 

 

 

 

講演者 Joanna Reed Shelton   著書 A Christian in the Land of the Gods 

日時：平成 28 年 9 月 14 日（水）18:00～19:00  

場所：聖路加臨床学術センター 3303 号室 

懇親会参加費：5000 円 聖路加タワー47 階レストラン Luke 

  連絡先：ミズノプリンティングミュージアム内、03-3551-7595 担当：村山 




